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1 はじめに
動脈硬化症の非侵襲的な診断手法として FMD(Flow-










































































1. 過去の 1周期波形から 1点を求める
2. 1周期波形から 1周期波形を求める
データを与える際に，ランダムな箇所から 1周期分与える














1 種である重回帰，重回帰に正則化を組み込んだ Lasso 回帰，
Ridge 回帰，ニューラルネットワークの 1 種である多層パーセ
プトロン，RNNを用いて予測モデルを構築した．学習データは
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図 3 パターン概要
5000 個用意し，評価関数は決定係数 (R2) によって予測精度を
測った．結果として，5つの予測モデルの中で，RNNを用いた
時が高い予測精度であったため，RNN を用いた予測モデル構











1層目の活性化関数 elu, softplus, softsign, relu, tanh
1層目のノード数 20, 40, · · · 100
2層目の活性化関数 elu, softplus, softsign, relu, tanh
2層目のノード数 20, 40, · · · 100
4 予測結果
表 1 を元に，RNN を用いて隠れ層 2 層のニューラルネット
ワークモデルを構築した．構築したモデルに図 2 に示した計測
データを与えて予測精度を計った．構築した予測モデルの中で
予測精度が高かった上位 5 つのモデル構造を表 2 にまとめる．
ただし，結果をプロットする際に表記しやすくするために，モ
デル構造にラベル付けを行っている．また，NL1，AL1 は隠れ





2 の予測精度が高い上位 5 つのパターンを見ると，どのパター
ンも 1周期波形から 1周期波形を求めるパターンである．また，





表 2 予測精度の高い RNNモデル構造
ラベル p NL1 AL1 NL2 AL2 決定係数
RNN1 9 80 softplus 100 relu 0.9765
RNN2 4 100 softplus 20 softplus 0.9735
RNN3 9 80 softplus 20 softplus 0.9733
RNN4 7 40 softplus 20 relu 0.9731
RNN5 7 80 elu 20 elu 0.9725
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